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 ナノカーボン（グラフェン・カーボンナノチューブ）薄膜は高い可視光透過率・優れた電気伝

導特性・可撓性を有する材料であり、次世代の透明電極材料として注目されている。しかしなが

ら、現在透明電極として利用される ITO 薄膜に比べシート抵抗が大きく、化学的キャリアドーピ

ング等による低抵抗化が非常に重要な課題である。加えて、先行研究におけるドーパント種（硝

酸、AuCl3等）によりドープされたナノカーボン薄膜の多くは大気中において不安定であり、将来

の応用にはドープ後におけるナノカーボン薄膜の大気安定性が求められる [1, 2]。そこで本研究で

は、優れたキャリアドーピング能力と高い大気安定性を両立するドーパント種として、ジメシチ

ルボリニウムイオン（Mes2B+）と熱的安定性を有するテトラキスペンタフルオロフェニルボラー

ト（[(C6F5)4B]−）を組成分子とするボリニウムイオン塩に注目した（Fig. 1）[3]。 

 本研究では、ボリニウムイオン塩を ο－ジクロロベンゼン中に溶解させた飽和溶液を作製し、

グラフェンおよびナノチューブ薄膜を浸漬させ、キャリアドーピングを行った。加えて、4 端子

抵抗、ホール効果、ゼーベック効果、透過率測定によりドープ前後の比較を行った。結果として、

ドーピングによるシート抵抗の大幅な減少（>50%）が観測された（Fig. 2）。さらに、高い正孔密

度（~ 1014 cm-2）、1ヶ月以上の高い大気安定性が得られ、透過率の大きな減少は観測されなかっ

た。講演では、ドープ前後の伝導特性変化や大気安定性の詳細について議論する予定である。 
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Fig. 1. Crystal structure of Mes2B+[(C6F5)4B]− Fig. 2. I-V curve of graphene thin films 
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